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2023年7月7日 

SAC会員 各位 

千葉県スキー連盟  

会長   林  茂美  

（競技部扱い）  
 

2024年度シーズンの競技部収支について 

 

平素は、千葉県スキー連盟の活動にご理解ご協力をいただきまして誠にありがとうございま

す。 

県の財政状況につきましては、７月２日（日）に開催された代表委員会で報告させていただ

きました。その際にご説明した大会参加費等の改定につきましては、全てのSAC会員の皆様に

ご理解を頂くため、代表委員会での説明の内容を中心に以下にまとめましたので、ご参照

下さい。 

なお、今後さらに検討を要することから内容の一部が変更になる場合がありますので、あらかじめ

ご容赦いただきますようお願いいたします。 
 

【主たる各項目における経費増の要因】 

①県体Ⅱ部アルペン（国体予選会）における増額 

※見積額昨年比1.14倍。人件費（旗門員含む）、宿泊費等の高騰による。 

②クラブ対抗・県民大会における増額 

※宿泊費、諸経費（硫安代等）、回転競技の導入による。 

③国体宿泊費 

※2023/2024開催の山形の宿泊費が2022/2023八幡平に比べ3割程度上昇による。 

④ジュニアオリンピック派遣費 

※ノルディック（ 北海道名寄開催）  の派遣費を計上したことによる。 

 

【競技部としての対策】（ 別紙「競技部大会参加費値上げに関する資料」参照） 

（１）大会参加費の値上げ 

①県体Ⅱ部（国体予選会）・県スキー選手権・マスターズ・ジュニア選手権ついて  

・一律１名１種目 1,000円値上げ 

・高校生割引の廃止 

②県民大会・クラブ対抗・ベテランスキー大会・ジュニアスキー大会について 

・県民大会除き一律１名１種目 1,000円値上げ 

・県民大会については3月時点で次年度の要項を県が発行する都合で、現状に沿って 

GS1,000円、SL1,000円。ただし、2024/2025シーズンより値上げの方向で検討。 

・事前練習会での参加費についても今後値上げを検討。（代表者委員会で報告漏れ） 

 

 

 

 

 

（２）強化選手への補助 
現状では練習会への参加費は「県連負担」とされておりますが、一部個人負担を  

お願いする方向で検討しています。 

（３）役員派遣費の抑制 

①県体Ⅱ部（国体予選会）・県スキー選手権・マスターズ・ジュニア選手権ついて  

・現地での旗門員確保が難しい状況ではあるが引き続き現地での旗門員確保に努め。 

※   なお、今回の値上げ分での収入増額は約53万円を見込んでいますが、これでも不足す 

ることが想定されます。また別紙「競技部大会参加費値上げに関する資料」は現状の 

もので、現在各都道府県でも次シーズン値上げを検討しておりますので、2024/2025 

シーズンでも現状に沿った改定をお願いする場合がありますのでご承知おき下さい。 
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・現地での旗門員確保ができない場合は、千葉高体連に一部旗門員を依頼する。 

②県民大会・クラブ対抗・ベテランスキー大会・ジュニアスキー大会について 

・支出を抑制するため、各クラブに旗門員などを依頼する。 

（４）デジエントリー 

デジエントリーの導入は業務効率が上がり有用と認識しており、今後拡大する方向で考え 

てきたが、将来にわたる財政状況を鑑み、申し込みをエクセルシートで配布し回収する等 

の方法を代用するなど極力デジエントリーを導入しない工夫を試みる。 

（５）大会の共同開催等を模索 

県体Ⅱ部（ 国体予選会）をはじめ競技会等については、南関東ブロック協議会や近隣の都 

道府県との共同開催、その他の方策も視野に入れて引き続き検討を進める。 
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【参考資料】代表者委員会（ 7/2）配布の「競技部大会参加費値上げに関する資料」 
 

 

 

 

 

 

 

 
※千葉県は国体予選会参加費について全国平均値よりも低い。また、南関東ブロックの 東京都や神

奈川県では成年6000円、少年5000円であり、またクロカンの県体二部が同じく成年6000円、少年

5000円としている大阪府大会で記録をとっていることから、今後同様の金額に近づけたいと考えて

いる。 


